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訃　報

　去る11月２日（火）、公益財団法人福岡県スポーツ協会前

会長　小川　洋氏がご逝去されました。享年72歳。

　小川前会長は、平成25年（2013年）に福岡県スポーツ協

会の会長に就任後、４期８年にわたり、県のスポーツ推進

に積極的に取り組まれ、特に「福岡県のスポーツをより元

気に、スポーツの力で福岡県をより元気に」を基本理念と

して「スポーツ立県福岡」の実現を目指し、多くのスポー

ツ施策の推進に努められました。

　在任期間中、平成25年度国民体育大会第33回九州ブロッ

ク大会では、福岡県実行委員会会長として、平成26年度第

69回国民体育大会「長崎がんばらんば国体」では、団長と

して参加されました。

　近年では、令和２年11月に令和３年度国民体育大会

第41回九州ブロック大会福岡県実行委員会会長に就任

し、国民体育大会結団式で選手団を激励されました。

さらに、公益財団法人福岡県スポーツ協会表彰表彰式

では、プレゼンターとして、本県のスポーツ普及振興

に功績顕著な団体並びに個人及びスポーツにおいて抜

群の成績をあげた団体並びに個人を表彰され、ご祝辞

をいただきました。

　氏のご功績を偲び称えるとともに、謹んでご冥福を

お祈りいたします。
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第41回九州ブロック大会を終えて

令和３年度国民体育大会
第41回九州ブロック大会

大会委員長  城戸　英敏

　九州各県から約３,300人の選手、監督、役員をお迎えし、令和３年度国民体育大会第

41回九州ブロック大会を開催することができました。

　８年ぶりとなった福岡県での開催は、新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じての

大会運営となりましたが、関係の皆様のご協力とご支援によって終了できましたことを心

より感謝申し上げます。

　令和２年７月に大会準備委員会を設立し、先催の佐賀県や沖縄県の運営を参考に大会

開催に向け鋭意準備を進めてまいりましたが、残念ながら一部競技の開催中止となりまし

た。誰もが経験したことのない新型コロナウイルス感染症拡大下での開催となりましたが、

競技日程や競技会場の変更、競技中止など急変した状況においても本大会が開催できた

ことは、ひとえに各県関係役員の方々にご理解いただいた賜物であります。

　また、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、コミュニケーションを図ることが

簡単ではない大会となりましたが、競技を通じて相互の友好と親善を深めるなど、本来の

目的を達成できたと確信しております。

　さらに、新たな試みとして実施した競技の試合動画配信では、九州ブロック大会の「応

援」という関わり方を変える一つの提案になりました。

　来年は、第42回九州ブロック大会が熊本を中心に開催されます。令和５年には「燃ゆ

る感動かごしま国体」、令和６年には「SAGA2024国スポ・全障スポ」と「全国高等学

校総合体育大会」等の大規模大会が連続して九州で開催されます。九州各県選手の活躍

でスポーツの風を九州より巻き起こし、日本中に元気と勇気を与えられる大会になること

を願っております。

　最後になりますが、本大会の開催にあたり、ご支援ご協力、ご指導を賜りました公益

財団法人日本スポーツ協会をはじめ九州各県、並びに各県教育委員会、各県スポーツ協会、

各県競技団体及び開催市町の皆様に心から感謝申し上げ、大会終了の挨拶とさせていた

だきます。

競技風景

水泳（水球） 水泳（アーティスティックスイミング） テニス ボート

体操 馬術 カヌー 空手道

ボウリング ゴルフ サッカー ソフトテニス

軟式野球 柔道 ソフトボール バドミントン

弓道 ライフル射撃 剣道 スポーツクライミング

参加監督・選手数

夏季大会： 9競技　　
参加者数　1159名（監督・選手）

秋季大会：12競技　　
参加者数　1851名（監督・選手）

冬季大会 : １競技　
参加者数　217名（監督・選手）

アーチェリー なぎなた アイスホッケー

Spor ts  Fukuoka

Sports Fukuoka 2 Sports Fukuoka 3



代表権獲得一覧（夏季大会）

競技名 種別・種目 代表権数 福岡 佐賀 長崎 熊本 大分 宮崎 鹿児島 沖縄

水泳　水球 少年男子 ３ ③ ② ①
女　　子 １ ①

水泳　AS 少年女子 ２ ① ②

テ ニ ス 成年男子 ４ ② ③ ③ ①
成年女子 ４ ③ ③ ① ②

ボ ー ト

成年男子 舵手付きフォア ４ ① ③ ② ④
シングルスカル ３ ① ② ③

成年女子
舵手付きクォドルプル ３ ③ ① ②
ダブルスカル ２ ② ①
シングルスカル ３ ③ ② ①

少年男子
舵手付きクォドルプル ３ ① ③ ②
ダブルスカル ３ ① ③ ②
シングルスカル ３ ③ ② ①

少年女子
舵手付きクォドルプル ３ ③ ② ①
ダブルスカル ３ ③ ① ②
シングルスカル ３ ① ③ ②

体　　操

少年女子 新体操 ４ ② ① ④ ③
男　　子 トランポリン ３ ① ② ③
女　　子 ３ ② ① ③
成年男子

競　　技

２ ② ①
成年女子 １ ①
少年男子 ４ ④ ① ② ③
少年女子 ４ ① ③ ④ ②

馬　　術

成年男子 13 〇 〇 〇 〇 〇 〇
成年女子 11 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

少　　年 個　　人 12 〇 〇 〇 〇 〇 〇
団　　体 ２ ② ①

カ ヌ ー

成年男子
スラロームカヤックシングル ４ 〇 〇 〇
スラロームカナディアンシングル １ 〇
ワイルドウォーターカヤックシングル １ 〇

成年女子
スラロームカヤックシングル ３ 〇 〇 〇
スラロームカナディアンシングル １ 〇
ワイルドウォーターカヤックシングル １ 〇

成年男子 カヤックシングル ４ ② ④ ① ③
カナディアンシングル ４ ① ③ ④ ②

成年女子 カヤックシングル ３ ③ ② ①
カナディアンシングル １ ①

少年男子

カヤックシングル ５ ③ ⑤ ② ④ ①
カヤックペア ２ ② ①
カヤックフォア ２ ② ①
カナディアンシングル ４ ④ ① ③ ②
カナディアンペア ２ ① ②

少年女子 カヤックシングル ４ ① ② ③ ④
カヤックペア ２ ① ②

空手道

成年男子 ３ ② ③ ①
成年女子 ３ ③ ① ②
少年男子 ２ ② ①
少年女子 ２ ② ①

ボウリング

成年男子 ５ ② ⑤ ① ③ ④
成年女子 ４ ② ④ ① ③
少年男子 ４ ② ③ ④ ①
少年女子 ４ ② ① ④ ③

ゴ ル フ 少年男子 ５ ② ⑤ ④ ① ③

合　　計 獲得競技数 （９） ９ ７ ７ ８ ６ ６ ８ ７
代表権数 （53） 26 21 18 20 21 16 27 15

代表権数（　）内は最大数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AS:アーティスティックスイミング

代表権獲得一覧（秋季大会）

競技名 種別・種目 代表権数 福岡 佐賀 長崎 熊本 大分 宮崎 鹿児島 沖縄

サッカー
成年男子 ２ ① ①
女　　子 ２ ① ①
少年男子 ４ ① ① ② ②

ホッケー

成年男子 １
成年女子 １
少年男子 １
少年女子 １

ボクシング 成年男子 ４
成年女子 ２

ボクシング 少年男子 ４

バレーボール

成年男子 ３ 〇 〇 〇
成年女子 ３ 〇 〇 〇
少年男子 ４ 〇 〇 〇 〇
少年女子 ４ 〇 〇 〇 〇

バスケットボール

成年男子 ２
成年女子 ２
少年男子 ４
少年女子 ４

ウエイトリフティング 成年男子 １～５位は２名 
６位は１名 ② ⑥ ③ ④ ⑤ ①

ハンドボール

成年男子 ２ 〇 〇
成年女子 ３ 〇 〇 〇
少年男子 ２
少年女子 ３

ソフトテニス
成年男子 ４ ③ ② ① ④
成年女子 ２ ② ①
少年女子 ４ ② ③ ④ ①

卓　　球
成年男子 ２
成年女子 ６
少年女子 ３

軟式野球 成年男子 ５ ⑤ ① ① ① ①

フェンシング
成年女子 ２
少年男子 ３
少年女子 ２

柔　　道 成年男子 ３ ③ ② ①
少年男子 ４ ① ④ ③ ②

ソフトボール

成年男子 ２ ① ①
成年女子 ２ ① ①
少年男子 ２ ① ①
少年女子 ２ ① ①

バドミントン
成年男子 ２ ② ①
成年女子 ６ ③ ② ④ ① ⑤ ⑥
少年女子 ２ ① ②

弓　　道

成年男子 ４ ③ ④ ① ②
成年女子 ４ ② ③ ① ④
少年男子 ３ ② ③ ①
少年女子 ３ ② ① ③

ライフル射撃

成年男子
ＦＲ３×40 ３ ③ ② ①
ＦＲ60ＰＲ ４ ④ ① ② ③
ＡＰ60 ２ ① ②

成年女子
Ｒ３×40 ４ ④ ③ ① ②
ＡＲ60Ｗ ４ ② ④ ① ③
ＡＰ60Ｗ ２ ② ①

少年男子
ＡＲ60Ｊ ５ ⑤ ② ① ③ ④
ＢＲ60Ｊ ３ ① ③ ②
ＢＰ60Ｊ ２ ① ②

少年女子 ＢＲ60ＷＪ ４ ④ ③ ② ①
ＢＰ60ＷＪ ２ ① ②

剣　　道
成年女子 ３ ③ ① ②
少年男子 ３ ① ③ ②
少年女子 ３ ① ② ③

ラグビーフットボール
成年男子 ２
女　　子 ２
少年男子 ２

スポーツクライミング
成年女子 リード

ボルダリング

３ ① ② ③
少年男子 ３ ② ① ③
少年女子 ２ ① ②

アーチェリー

成年男子 ４ ③ ① ② ④
成年女子 ４ ① ③ ④ ②
少年男子 ２ ② ①
少年女子 ２ ② ①

なぎなた 少年女子 ５ ① ④ ② ⑤ ③

合　　計 獲得競技数 （21） 13 11 12 11 12 ９ 14 ６
代表権数 （71） 27 19 23 15 23 12 28 ９

【夏季・秋季大会合計代表権獲得数】 福岡 佐賀 長崎 熊本 大分 宮崎 鹿児島 沖縄
獲得競技数 （30） 22 18 19 19 18 15 22 13
代表権数 （124） 53 40 41 35 44 28 55 24

代表権数（　）内は最大数　　　　　　　※秋季大会は８月22日終了競技までは代替選考にて代表権決定

代表権獲得一覧（冬季大会）

アイスホッケー 成年男子 ４ ① ③ ③ ②
成年女子 １+（１） ①

令和3年度国民体育大会第41回九州ブロック大会（福岡大会）

競技中止

競技中止

競技中止

競技中止

競技中止

競技中止

競技中止

競技中止
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第76回国民体育大会（三重国体）代表権獲得選手団並びに
第41回九州ブロック大会（夏季、秋季大会）出場選手団への対応

１　対象者に感謝状やメッセージ等が贈られました

　（１）第76回国民体育大会（三重国体）代表権獲得選手団
　　　①対象者
　　　　予選会を経て、三重国体への代表権を獲得した選手
　　　　　※予選会（福岡県予選、九州ブロック大会）を実施し、勝ち抜いた選手
　　　　　※406名
　　　②感謝状【資料１】
　　　　記念品【資料２】
　（２）第41回九州ブロック大会出場選手団
　　　①対象者
　　　　上記（１）②対象者を除く第41回九州
　　　　ブロック大会選手団
　　　　※システムに登録された監督、選手
　　　　※514名
　　　②お礼のメッセージ【資料３】
　　　　記念品【資料４】

【資料１　感謝状】

【資料２　記念品】

【資料４　記念品】
【資料３　お礼のメッセージ】

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会
福岡県ゆかりの出場選手・大会成績

東京2020オリンピック競技大会
No. 氏名 競技/種別 出場予定種目 結果
１ 勝木　隼人 陸上競技 50㎞競歩 全体30位
２ 兒玉　芽生 陸上競技 400メートルリレー 全体13位
３ サニブラウン アブデルハキーム 陸上競技 200メートル 全体44位
４ 藤井　菜々子 陸上競技 20km競歩 全体13位
５ 荒木　健太 水泳/水球男子 グループリーグ敗退（１勝４敗）
６ 冨安　健洋 サッカー男子 ４位
７ 杉田　妃和 サッカー女子 準々決勝敗退
８ 金丸 晃輔 バスケットボール男子 グループリーグ敗退（０勝３敗）
９ 比江島 慎 バスケットボール男子 グループリーグ敗退（０勝３敗）
10 ベンドラメ 礼生 バスケットボール男子 グループリーグ敗退（０勝３敗）
11 林　咲希 バスケットボール女子 銀メダル
12 岡田　奎樹 セーリング 470級男子スキッパー 全体７位
13 外薗　潤平 セーリング 470級男子クルー 全体７位
14 飯束　潮吹 セーリング Nacra17級混合スキッパー 全体15位
15 畑山　絵里 セーリング Nacra17級混合（クルー） 全体15位
16 部井久　アダム　勇樹 ハンドボール男子 １次リーグ敗退（１勝４敗）
17 水町　孝太郎 ハンドボール男子 １次リーグ敗退（１勝４敗）
18 近藤　万春 ハンドボール女子 １次リーグ敗退（１勝４敗）
19 永田　しおり ハンドボール女子 １次リーグ敗退（１勝４敗）

20 小林　優香 自転車/トラック 短距離 ケイリン：準々決勝敗退
スプリント：敗者復活２回戦敗退

21 田中　利幸 馬術 総合馬術 個人総合34位団体11位
22 素根　輝 柔道 78kg超級男女混合団体戦 78㎏超級：金メダル　複合団体：銀メダル
23 芳田　司 柔道 57kg級男女混合団体戦 57㎏級：銅メダル　複合団体：銀メダル
24 副島亀里 ララボウラティアナラ ラグビーフットボール男子 11位
25 藤田　慶和 ラグビーフットボール男子 11位
26 合谷　和弘 ラグビーフットボール男子 11位
27 梶木　真凜 ラグビーフットボール女子 12位
28 白子　未祐 ラグビーフットボール女子 12位
29 永田　花菜 ラグビーフットボール女子 12位
30 弘津　悠 ラグビーフットボール女子 12位

31 桐明　輝子 カヌー /スプリント 女子カナディアンペア500ｍ スプリントカナディアンシングル200m：30位
スプリントカナディアンペア500m：14位

32 梅野　隆太郎 野球 金メダル
33 甲斐　拓也 野球 金メダル
34 栗原　陵矢 野球 金メダル
35 千賀　滉大 野球 金メダル
36 柳田　悠岐 野球 金メダル
37 上野　由岐子 ソフトボール 金メダル
38 峰　幸代 ソフトボール 金メダル
39 西村　拳 空手 組手75kg級 グループリーグ敗退（２勝２敗）
40 宮原　美穂 空手 組手55㎏級 グループリーグ敗退（２勝２敗）

41 福島　史帆実
※バックアップメンバーから出場 フェンシング 女子サーブル団体 ５位

東京2020パラリンピック競技大会
No. 氏名 競技/種別 出場予定種目 結果

１ 重定　知佳 アーチェリー 女子個人リカーブ、混合チームリカーブ 個人：7位（準々決勝敗退）
混合：5位（準々決勝敗退）

２ 道下　美里 陸上競技 女子マラソン（T12） 金メダル
３ 梶原　大暉 バドミントン 男子シングルス（WH2）、男子ダブルス（WH） シングルス：金メダル　ダブルス：銅メダル
４ 藤野　遼 バドミントン 女子シングルス（SL4） 予選リーグ敗退（１勝１敗）

５ 杉浦　佳子 自転車競技

（トラック）　3000ｍパシュート（C1 ～ 3）
　　　　　　500ｍタイムトライアル（C1 ～ 3）

（ロード）　タイムトライアル（C1 ～ 3）
　　　　　ロードレース（C1 ～ 3）

（トラック）　3000ｍパシュート：5位
　　　　　　500ｍタイムトライアル：4位

（ロード）　タイムトライアル：金メダル
　　　　　ロードレース：金メダル

６ 浦田　理恵 ゴールボール（女子） 銅メダル
７ 瀬戸　勇次郎 柔道 66㎏級 銅メダル
８ 田中　光哉 テコンドー 61㎏級 敗者復活戦1回戦敗退
９ 古川　佳奈美 卓球 女子シングルス（C11） 予選リーグ敗退（２勝１敗）
10 佐々木　一成 シッティングバレーボール（男子） 8位
11 平井　美喜 車いすバスケットボール（女子） 6位

12 加納　慎太郎 車いすフェンシング 470級男子スキッパー
サーブル個人：グループリーグ敗退（１勝３敗）
フルーレ個人：グループリーグ敗退（１勝３敗）
フルーレ団体：グループリーグ敗退（０勝３敗）

13 乗松　聖矢 車いすラグビー 470級男子クルー 銅メダル
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受講生を激励する城戸実行委員長

スタビリティートレーニング 参加する受講生の映像 リカバリーについて

認定を受ける受講生

令和３年度福岡県タレント発掘事業活動報告

　４月17日（土）に令和３年度開講式が実施され、本年度の福岡県タレント発掘事業がスタートしました。新規受講
生52名を加えた168名が、本年度受講生として認定され、城戸実行委員長より、「ここにいるタレント発掘事業受
講生の皆さんが、スポーツを通して心身共に成長・活躍し、明るい未来を築き上げていくことを期待しています」と
激励のメッセージを受け取りました。東京オリンピックでは、本事業を巣立った修了生が出場するため、「いつかは自
分があの舞台に」という決意が受講生の眼差しから伝わってきました。

　予定通り４月からスタートした能力開発・育成プログラムでしたが、今年度も新型コロナウイルス感染症の影響に
より、プログラム中止期間が生じてしまいました。この期間、受講生のトレーニングのサポートを目的として、今年度
よりZoomを活用したオンラインプログラムを開始しました。下記内容でプログラムを実施し、受講生は各家庭より
参加しました。

回 日　付 内　容 講　師
1 9月  4日（土） スタビリティートレーニング 事務局スタッフ
2 9月11日（土） スポーツマッサージ ㈱SATAスポーツ医科学研究所　清水 利之 氏
3 9月18日（土） リカバリーについて ㈱SATAスポーツ医科学研究所　清水 利之 氏
4 9月25日（土） 食育 ㈱キャリアビジョン　静間 佳代子 氏　坂本 麻美 氏

　様々な試行錯誤を経て実施していきましたが、「トレーニング方法やコンディショニングについて数多くの学びが
あった」などの感想が受講生の日誌から確認できました。また、通常のプログラムとほぼ同数の受講生が参加してい
たことからも、今後実施していく上での手応えを感じることができました。

令和３年度開講式

新たな取り組み『オンラインプログラム』

福岡県タレント発掘事業HPでもさまざまな情報を発信していますのでぜひご覧ください。

東京オリンピックで活躍！
福岡県タレント発掘事業修了生初のオリンピアン インタビュー

　「福岡県タレント発掘事業」修了生初の五輪選手となった3人にいろんな話をお聞きしました。

３期生　福島 史帆実さん （フェンシング）

オリンピックを目指す同志と切磋琢磨しながら成長できました 

─福岡県タレント発掘事業に参加してプラスになったこと・良かったことを教えてください。
　自分と同じようにオリンピックを目指している人たちの集団に入り、同志として
切磋琢磨していけたことが良かったです。いろんな競技を経験した中で私は瞬発力
などが優れているからフェンシングに向いていると言われ、陸上から転向すること
にしました。最初は悩みましたが、記録が思うようにのびず陸上を続けていくこと
に迷いを感じていたこともあり決心しました。
　発掘事業に参加していなかったら、ほとんど見たこともなかったフェンシングを
するなど思いもよらなかったでしょうし、小学校の頃からの夢だった「オリンピッ
ク出場」は叶わなかったでしょう。受講生になることができたのは、私にとってか
けがえのないチャンスだったと感謝しています。
─タレント発掘事業にまつわる思い出やエピソードなどをお聞かせください。
　受講生は中学生になると２泊くらいの夏合宿があり、全員で体力測定をして順位
を決めます。中学２年の時に総合優勝したのがとてもうれしかったですし、競技を

続けていく自信にもなりました。
─受講生へメッセージやアドバイスをお願いします。
　私のように将来的に今までやっていたのとは別の競技に転向する
ケースは多いかと思います。フェンシングの強豪校に入った初心者の
私は、最初のほうは練習でも試合でも全く勝てませんでした。
　けれども、その種目の才能やセンスがあると認められたのだから練
習を重ねていけば必ず結果はついてきます。自信を持って前に進んで
いってほしいです。
─東京オリンピックに出場しての感想などを聞かせてください。
　たくさんの方から励ましのメッセージなどをいただき、やっぱりオリンピックは多くの方に見てもらっている、特
別だと実感しました。今回、メダルは逃しましたが、これまで以上にオリンピックでメダルを取りたいと強く感じま
した。
─フェンシングという競技や、またその中でサーブルという種目の魅力をどう感じていますか。
　フェンシングは対戦相手との駆け引きが醍醐味です。フェンシングにはサーブル、エペ、フルーレの３種目があり、
私のやっているサーブルは他の２つよりもスピードがあってダイナミックなところが魅力です。ぜひ、多くの人に見
てほしいです。
─今後の目標を教えてください。
　一番大きな目標はパリオリンピックでの金メダルです。個人戦でも勝ちたいですが、それ以上に団体戦で取りたい
と思っています。チームでそれぞれの足りないところを補い合ったり励まし合いながら勝利した時の喜びや達成感は
ひときわ大きいです。東京での経験を生かして頑張ります。
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７期生　梶木 真凜さん （7人制ラグビー）

「夢の扉は開くまで叩き続けろ！」を心に刻んでいます 

─福岡県タレント発掘事業に参加してプラスになったこと・良かったことを教えてください。
　双子の弟と共に４歳からラグビーを始めて、そのほか野球や水泳などもしていま
した。中学生になって発掘事業に応募したのは、本当に自分に合ったものを見つけ
られたらと思ったからです。いろんな種目に取り組む中でやはり自分にはラグビー
がしっくりくると再認識できオリンピック出場につながりました。
　ラグビーと近い動きをするレスリングを体験してタックルのやり方や相手との間
合いの取り方などを学べたことも良かったです。私はもともと人見知りだったので
すが、他の受講生はハキハキと自分の意見を言う人ばかり。「自分はこのままじゃい
けない」と気づき、精神面も鍛える努力をして改善できたことも収穫でした。
─タレント発掘事業にまつわる思い出やエピソードなどをお聞かせください。
　修了した後のことになりますが、同期や先輩が結果を出しているのを見てとても
刺激になり、「負けていられない」とモチベーションアップになりました。また発掘
事業のキャッチコピー「夢の扉は開くまで叩き続けろ！」は心に深く刻まれていて、

私の座右の銘です。自分を鼓舞する言葉であり続けています。
─受講生へメッセージやアドバイスをお願いします。
　それぞれにいろんな背景や考えがあり、種目を転向する人もいれば私のようにずっと続けてきた競技に進む人もい
るでしょう。長い選手人生があることを見据えた上で、自分に向いていたり好きだと思えたりするスポーツを選ぶこ
とが大切だと思います。場合によっては自身の信念を優先して突き進むことがあってもいいのかもしれません。
─東京オリンピックに出場しての感想などを聞かせてください。
　自分たちがやろうとしていた戦術がうまく機能せず、チームとして思い描いていたプレーはできませんでしたが、
個人的には攻めのプレーができトライも決められて手応えを感じました。ですが決して満足などしておらず、いろん
な大会に出ながら、さらにレベルアップしていきたいです。数多くの応援メッセージをいただき励みになりましたし、
改めて日本代表として責任や誇りを持って戦わなければと実感しました。
─ラグビーの魅力をどう感じていますか。
　体格や身体能力等に差があっても、それぞれの特徴に合っ
たポジションがあるスポーツです。他の種目では弱点になり
得ることがラグビーでは長所や強みになったりするところが
面白いと思います。
─今後の目標を教えてください。
　最大の目標はパリオリンピックに出場していい順位を獲得
することです。これからはコロナも落ち着いていろんな国際
大会が開催されると思うので、そこで経験をしっかり積みな
がら自分のプレーを磨いていきたいです。

７期生　部井久 アダム 勇樹さん （ハンドボール）

　　「君がハンドボールをやれば日本代表になれる」に背中を押されて 

─福岡県タレント発掘事業に参加してプラスになったこと・良かったことを教えてください。
　通っている小学校では自分の身体能力はダントツで、何をやっても一番なのが当
たり前でした。小５で県内から優秀な子たちが集まる中に入り初めて負ける経験を
したことは大きかったです。うかうかしていられないとスイッチが入りました。ま
たトップアスリートは人格も優れていなければいけないことをみっちり教えていた
だいことも糧になっています。
　元はソフトボールをしていましたが、ハンドボールの先生から「君がハンドボー
ルをやれば日本代表になれる」と言われ、自分もプレーしていて楽しかったので中
学からハンドボールへ。受講生にならなければハンドボール選手になることはなかっ
たでしょう。そこに発掘事業に参加した最大の意義があったと思っています。
─タレント発掘事業にまつわる思い出やエピソードなどをお聞かせください。
　中３で迎えた修了式で代表として挨拶をさせていただくことになり、何をどう話
すか一生懸命考えました。当日は皆の前で「僕は絶対にオリンピックに出場して活

躍します。皆さんとオリンピックで再会するのを楽しみにしています」ときっぱり。口に出して言うことで夢実現に
向けより強い意志を持つきっかけにもなりました。
─受講生へメッセージやアドバイスをお願いします。
　自分は選ばれて恵まれた環境の中に入ることができたことを理解した上で、ちゃんと目標を立てて、そこから逆算
して、常に今は何をすべきかを考えて行動に移してほしい。そうする能力がある人がずっと生き残っていると感じて
います。受講生になれた大きなチャンスを無駄にすることなく、思い描いた未来に向かって頑張ってください！
─東京オリンピックに出場しての感想などを聞かせてください。
　子どもの頃からの夢が叶い、大きな自信にもなって達成感も感じました。ですが、目標だったベスト８には届きま
せんでした。上位チームとの点差は大きくはありませんでしたが、点差以上の差を感じましたし悔しさがものすごく
残る大会でもありました。必ずパリオリンピックでリベンジしたいで
す。
─ハンドボールの魅力をどう感じていますか。
　僕がハンドボールに進んだことにもつながりますが、ダイナミック
なシュートがあったり、デイフェンスで激しいコンタクトがあったり、
マッチアップする選手との個人的な勝負だったり、プレーしていて楽
しいですし、見ていても迫力があってかっこいいスポーツだと思いま
す。
─今後の目標を教えてください。
　近いところで言えば、「世界男子ハンドボール選手権」（2023年開
催）の予選となる「男子アジア選手権」（2022年1月開催）での優
勝を狙っていきたいです。まずはアジアチャンピオンになって、その
先にあるパリオリンピックを目指します。
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福岡県スポーツ少年団
県内交流大会

九州ブロックスポーツ少年団競技別交流大会（開催中止）８月

第53回九州ブロックスポーツ少年大会（宮崎県）（開催中止）８月

第43回軟式野球交流大会（苅田町・行橋市・豊前市）
期日：令和３年７月24日（土）・25日（日）・27日（火）
場所：苅田町臨海総合グラウンド　他
　　・参加団数16団（各地区より出場）　
　　　小学生約260名

第32回剣道交流大会（太宰府市）
期日：令和３年11月７日（日）
場所：太宰府市総合体育館
　　・参加数　小中学生約200名
大会結果：全国大会出場予定のみ記載
団体戦　小学生の部　優勝　
　　　　城島剣道スポーツ少年団（久留米市）
個人戦　中学生男子の部　優勝　
　　　　緒方　昊（宇美剣友会少年剣道スポーツ少年団・宇美町）

　　　　中学生女子の部　優勝　
　　　　北﨑　遥菜（宇美剣友会少年剣道スポーツ少年団・宇美町）

※優勝団、団員は令和４年３月26日（土）～ 28日（月）
に高知県で開催される全国大会に出場予定です。

第14回サッカー交流大会（宮若市）
期日：令和３年11月６日（土）・７日（日）
場所：西鞍の丘総合運動公園
　　　・参加団18団　小学生約240名（４年生以下）

第４回柔道交流大会（開催中止）
期日：令和３年12月12日（日）
場所：久留米市

第14回ソフトボール交流大会（大牟田市）
期日：令和３年11月28日（日）・12月４日（土）
場所：大牟田港緑地運動公園ソフトボール場　他
　　　・参加数30団　小学生約750名

第15回バレーボール交流大会（北九州市）
期日：令和３年12月25日（土）・26日（日）
場所：北九州市立的場池体育館　他
　　　・参加数　女子31団、男子6団、混合12団
　　　　小学生約600名
大会結果：全国大会出場予定のみ記載
　　　　　女子の部　優勝
　　　　　飛幡シャインズスポーツ少年団（北九州市）
※優勝団は令和４年３月27日（日）～ 30日（水）に島

根県で開催される全国大会に出場予定です。

第12回ミニバスケットボール交流大会（開催予定）
期日：令和４年２月23日（水・祝）・26日（土）・27日（日）
場所：大野城市総合体育館　他

軟式野球交流大会（熊本県）
ミニバスケットボール交流大会（佐賀県）
サッカー交流大会（長崎県）
バレーボール交流大会（福岡県）
空手道交流大会（鹿児島県）

登録状況

リーダー会の活動

スポーツ少年団活性化事業

※R2年度より指導者の登録区分が変わり指導者・役員・スタッフの登録区分となりました。

年度 団数 団員数合計 男 女 指導者数 役員数
（市町村含む）

スタッフ数
（市町村含む）

R２ 628 11,074 8,374 2,700 1,658 127 970

R３ 619 11,214 8,590 2,624 1,509 145 956

　今年度は新型コロナウイルス感染症の影響により事業中止が相次ぎ、リーダー会としての活動ができていない状
況ですが少しずつ活動を再開しています。
　また、定例会を開催しジュニア・リーダースクール等のリーダー会が主体となる行事について話し合いを進めてい
ます。
　※３月には県立少年自然の家「玄海の家」にてジュニア・リーダースクールを開催予定です。
　　リーダー会員が企画から運営まで行うリーダー会の大きな行事です。
　　詳しくは本会HPをご覧ください！

　福岡県スポーツ少年団では昨年来のコロナ禍によ
る様々な影響もあり、登録者数の減によって市町村
スポーツ少年団における活動に影響が生じているこ
とが考えられるため、県内における少年団活動の活
発化と交流活動の推進を図るための活動経費として
助成しています。
　
①県内登録市町村のうち希望のあった13市町村に助

成を行っています。
②主な活用方法
　所属団員へスポーツマスクの配布。
　新型コロナウイルス感染症対策に係る物品の購入。
　スポーツ少年団交流大会実施にあたっての補助費用。
　団員の加入促進に向けたイベント実施にあたっての補助費用。
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令和3年度公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者等表彰
第1号「永年表彰」
公認スポーツ指導者資格登録認定後、通算15年以上にわたりスポーツの指導者育成及び組織化等に尽力し、顕著な
功績が認められ、原則として所属する中央・都道府県・市区町村の各競技団体若しくは都道府県・市区町村体育（スポー
ツ）協会、又は国・地方公共団体から表彰を受けたもの。

第1号（永年表彰 指導者）

泉
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孝
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橋　博
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■主な功績

1976年に大野城市体育協会のテニス競技において地区の代表役員に就任し、協会の指導員としてもテ
ニス競技の指導にあたった。1985年には大野城市のテニス競技理事に就任し競技力向上に寄与した。
1995年に開催されたユニバーシアード福岡大会ではテニス競技の報道副班長に任命され、競技役員と
して大会の成功に大きく貢献した。現在も指導者として精力的に活動しており、今後の活躍も期待される。

■主な功績

1980年に高等学校の部活動で技術指導を開始し、選手育成に長きにわたって尽力した。また、1988
年より福岡県ウエイトリフティング協会の理事に就任し、現在も本県の競技力向上、組織作りに努めて
いる。また国際審判資格保有者でもあり、審判実績だけにとどまらず、県内の選手強化、審判員の資質
向上にも大きく貢献しており、今後も活躍が期待される。

■主な功績

1999年より高等専門学校の現場でバレーボールの指導を始め、競技力向上、人材の育成に取り組んだ。
また、2009年より福岡県バレーボール協会で理事、2015年からは久留米市バレーボール協会で同じく
理事として競技の発展、普及振興に大きく貢献している。監督としても全国高等専門学校体育大会バレー
ボール競技女子の部では、第51回、52回、53回で全国3連覇を果たしており、今後も活躍が期待される。

■主な功績

1987年に福岡市の少年ラグビーチームで小中学生を中心に指導を開始した。公認資格を取得後は競技
指導のみならず福岡市のラグビー協会にて競技の普及振興活動に取り組んだ。2007年には福岡県ラグ
ビーフットボール協会の理事に就任され、県全体の競技力向上に大変尽力された。2016年にはNPO法
人タグフェスタルを設立し指導者としても講師としても活躍しており、今後も活躍が期待される。

■主な功績

1999年より福岡県弓道連盟にて女子の部強化指導委員として選手育成、競技力向上に尽力した。また、
2001年より北九州市弓道連盟理事に就任し、その後副会長を歴任され現在は会長として、競技の普及、
振興活動、組織強化に取り組んでいる。その大きな功績が評価され様々な団体より功労者として表彰も
受けており、今後も活躍が期待される。

■主な功績

1993年より、福岡県クラブバレーボール連盟の副理事長・副会長を兼任し、バレーボールの普及に寄
与した。2011年より本県バレーボール協会の競技副委員長として、クラブバレーボールチーム、実業団
等への指導を行い、現在も競技力向上や普及振興に尽力している。また、本県スポーツ指導者協議会
の幹事、現在は副会長として、県内スポーツ指導者の資質向上に大きく貢献しており、今後も活躍が期
待される。

■主な功績

1985年に福岡県高等学校体育連盟水泳強化委員として指導を開始し、第45回国民体育大会では水泳
競技福岡県選手団の強化コーチとして福岡県の躍進に大きく貢献した。また、本県水泳連盟、北九州市
水泳協会では、理事、副会長として選手育成のみならず、競技推進事業や普及活動等にも携わっており、
今後も活躍が期待される。

■主な功績

1976年より、指導者としてジュニアから中高年まで幅広い世代に対しての指導を開始した。1996
年には本県テニス協会ジュニア委員会委員として強化指導を担当され、競技力向上に取り組んでいる。
2001年より本県テニス協会、2009年には九州テニス協会常務理事に就任され、組織強化、普及振興
に寄与した。また、養成講習会講師等を務め、指導者養成、育成に貢献しており、今後も活躍が期待さ
れる。

前
ま え だ

田　朗
あきら

第１号（永年表彰 スポーツドクター）

■主な功績

スポーツドクターの資格取得後、スポーツの現場で医務の活動に従事し、2006年より国民体育大会本県
選手団のチームドクターとして尽力している。また、日本で開催されたラグビーワールドカップ2019のマッ
チドクターや今年度開催された東京オリンピック2020大会でも7人制ラグビーのマッチドクターを務め、日
本代表の活躍に大きく貢献した。大会等への医療従事にも積極的に参加しており、今後も活躍が期待される。
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総合型地域スポーツクラブ
NPO法人ウェブスポーツクラブ21西国分

　NPO法人ウェブスポーツクラブ21西国分（通称＝ウェブ21）は平成14年２月久留米市
立西国分小学校校区（人口17,000人現在）に設立。平成16年にtoto助成でクラブハウ
スを建てていただき本格的な活動が始まりました。当クラブは
スポーツ少年団や既存のクラブを中心に地域の多くの皆様の
ご協力のもと活動をはじめました。小学校は1,000人を超え
る大規模校。多くの子供たちがウェブとかかわっています。

主な活動内容
◆スポーツ少年団
　５クラブ（少年野球・ミニバスケット・jrバレー・空手・jrサッカー）
◆既存クラブ
　16クラブ・サークル（バドミントン２・ソフトバレー・サッカー・卓球・空手・女子ソフト

ボール・フラダンス・フォークダンス・剣道・ダンス・スポンジテニス・柔道・バスケットボー
ル２・バレーボール）

　これらのクラブが活動する西国分小学校の体育館やグランド、諏訪中学校の体育館や
武道場を毎月行われる「施設開放委員会定例会」で調整し、できるだけお休みになら
ないようにサポートしています。部員募集や安全保険・ナイターコイン販売等のサポー
トも行っています。

　※学校施設解放事業は文部科学省のモデルとして採用していただいています。
◆ウェブ主催教室
　８教室（健康教室２・ヨガ教室３・卓球・jazzストレッチ・体操）
　指導の先生と連携しながら教室を開催しています。大きな鏡がある多目的ホー

ルは魅力的です。
◆単発的な教室やイベント
　（サマーキャンプ・かけっこ教室・50ｍダッシュ王選手権・アイススケート・スキー

バスツアー・スポンジテニス交流会等）※市連絡協議会と合同事業も在り
　久留米市の連絡協議会と協力し一年を通して多くの活動をしています。
◆小学校体育サポート事業
　平成23年から３年間受託した文部科学省の地域形成促進連携事業の一環で

あった小学校体育のサポートを引続き行っています。（広川町・久留米市・大刀
洗町など）

　☆できない子どもたちができるようになって喜びの笑顔を見れるのが最高です。
◆大刀洗町健康笑顔プロジェクト事業
　平成25年から大刀洗町の高齢者向けの健康サポートを行っています。地域の

同じ仲間をスタッフとして育成しながら健康をみんなで実践しています。

◎県南地区のモデルクラブとして設立から18年、日々試行錯誤しながら市内の他のクラブよりほんの少しだけ先を
行かせていただきながら「総合型地域スポーツクラブ」の可能性や将来の展望を見ながら活動しています。素晴ら
しいクラブハウス、頼りになるスタッフ、元気な会員のみなさん、応援してください多くの地域の皆様には本当に
心から感謝しております。これからも「笑顔で元気で明るいクラブつくり」と「新たなスポーツ・健康の環境つくり」
を目指していきます。

１　制度の背景
　第２期スポーツ基本計画（平成29年３月24日文部科学大臣決定）に、「国は、日体協、総合型地域スポーツク
ラブ（以下「総合型クラブ」とする）全国協議会、JSC及び地方公共団体と連携し（中略）総合型クラブ登録・
認証等の制度を整備する」とある

２　制度の目的
　総合型クラブが地方自治体等とパートナーシップを構築し、公益的な事業体としての役割を果たしていくため、
活動実績や運営実態、ガバナンス等についての要件を基準とする登録・認証制度を整備する（スポーツ実施率向上
のための中長期的な施策＜令和元年８月７日スポーツ庁長官決定＞）

３　制度による効果
（１）クラブへの効果
　行政における総合型クラブの認知度が向上することにより、行政が地域住民への総合型クラブを広報することに
つがること等の期待

（２）地域住民への効果
　総合型クラブが見つけやすくなることや総合型クラブに対する安心感の醸成等の期待

（３）公的機関への効果
　行政担当者に移動が生じても総合型クラブへの理解が継続されることや行政内のスポーツ担当以外の部局とも情
報共有が可能となること等の期待

４　制度の実施主体
（公財）日本スポーツ協会（総合型クラブ全国協議会）
　都道府県単位では（公財）日本スポーツ協会の加盟団体である都道府県体育・スポーツ協会（都道府県総合型ク
ラブ連絡協議会）が主体となり実施

５　制度の開始
（１）令和４年度（令和４年４月１日から）

　　※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により運用開始を延期決定令和２年６月22日
６　登録基準（福岡県版）

　全国統一基準がありその基準を満たしていなければならない（当該基準に加え、都道府県総合型クラブ連絡協議
会が独自基準や独自運用ルールを設定することが可能）

分類 個別基準 必ず満たすべき運用ルール ※１：定期的とは、年間で12回以上実施
することを示す。

※２：会員とは、年会費等、年間で会費
を支払っている会員を示す（月会費
や教室・イベントごとの参加費等は
含まない）。ただし、この基準を満
たす総合型クラブは限られてしまう
可能性もあることから、移行措置と
して当面の間は申請した総合型クラ
ブが会員として扱っている者を会員
としてみなす。

※３：当面の間は移行措置として、本基
準が満たされないことを理由に、
登録を不可とすることはしない。

※４：不測の事態に備え、あらかじめ医
療機関をはじめとした各種機関・団
体等や総合型クラブ内関係者の緊
急時に関する連絡体制を整えてい
ることを指す。

※５：規約・会則・定款等を指す。
※６：特別区は市町村に準ずる。
※７：営利法人である「株式会社」「合同

会社」「合資会社」「合名会社」等
は対象外。

（１） 活動実態に
　　関する基準

①多種目（複数種目）のスポーツ活
動を実施している。

・定期的※１なスポーツ活動を２種目以上実施している。

②多世代（複数世代）を対象として
いる。

・次の世代区分のうちいずれか２区分以上の会員※２がいる。
Ａ）未就学児、Ｂ）小学生、Ｃ）中学生、Ｄ）高校生（～18歳）、Ｅ）～ 29歳、
Ｆ）～ 39歳、Ｇ）～ 49歳、Ｈ）～ 59歳、Ｉ）～ 69歳、Ｊ）70歳～

③適切なスポーツ指導者を配置して
いる。

・クラブマネジャー又は事務局員の少なくとも1名は、日本スポーツ協会公
認クラブマネジャー又はアシスタントマネジャー資格を有している。※３
・定期的なスポーツ活動において、日本スポーツ協会が公認スポーツ指導
者（以下「公認スポーツ指導者」という。）を養成している競技・種目につ
いては、当該競技の公認スポーツ指導者資格を有するスポーツ指導者が
少なくとも１名は配置されている。※３

④安全管理体制を整備している ・緊急連絡体制を整備している。※４

（２） 運営形態に
　　関する基準

⑤ 地 域住 民が主体的に運営してい
る。

・規約等※５・事業計画・予算、事業報告・決算を議決する意思決定機関
の議決権を有する者の過半数が総合型地域スポーツクラブ（以下「総合型
クラブ」という。）の所在する市町村※６の住民である（又は当該市町村の
住民と当該市町村に隣接する市町村の住民を合算すると過半数である）。
・非営利組織である。※７

（３） ガバナンスに
　　関する基準

⑥規約等が意思決定機関の議決によ
り整備され、当該規約等に基づいて
運営している。

・規約等※５の改廃に必要な議決について当該規約等に定めている。

⑦事業計画・予算、事業報告・決算が、
意思決定機関で議決されている。

・事業計画・予算、事業報告・決算を議決した意思決定機関の議事録（出
席者が明記されているもの）が提出されている。

総合型地域スポーツクラブ登録・認証制度の概要
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草の根指導者
大刀洗剣心会指導者　　教士剣道七段　樋口 光秋

　私は、剣道歴47年で、現在大刀洗町の小学生を対象とした「大刀洗剣心会」会員16名
の指導と大刀洗中学校剣道部23名の外部コーチをやらせていただいています。その他に
は、洗剣会会長、小郡・三井剣道連盟副会長、ＪＡみい剣道部監督を務めさせていただ
いています。
　青年期には、自分自身の稽古のことで精いっぱいでしたが、昇段を重ねるごとに指導者
としてのあるべき姿が見えてきたように思えます。ここ２年間は、コロナ禍の影響により
思うような稽古が出来なくて、年間約10数回近くあった剣道大会も無くなり子ども達は、
目標を持てずに先の見えない長いトンネルに入っていました。令和３年10月に、ようやく
緊急事態宣言が解除されて、毎週火木土曜日の週３回の稽古も通常に戻って人数制限も
緩和されていますが、未だに剣道をする方は、シールドと面マスクを着用して稽古に精進しています。通常の２分の
１以下の酸素呼吸しか出来ずに苦しい思いをして頑張っています。
　そのような中、子どもの成長を見ていくのが楽しみで指導に没頭しています。当然、私一人では、到底出来ない事
で当道場には、ありがたいことに常時多数の先生方が来ていただき防具を着用して子ども達の指導にあたってくれて
います。特に当道場ＯＢが顔を出してくれているのがありがたいですね。また、中学校剣道部では、剣道経験者の顧

問が２名、外部コーチが３名と剣道をする上では、とても恵
まれた環境にあると思います。私たちがこうして伸び伸びと
指導出来るのは、保護者の方々のご理解とご協力の賜物と感
謝しています。
　このような状況下で、少しでも試合経験を子ども達にさせ
たくて、令和３年３月にコロナ禍の中「桜カップ少年剣道大会」

「旧三井郡少年剣道大会」を充分な感染対策を行い、地域の
少年少女剣士を参集して開催しました。また、定期的に各道

場にお声掛けをして錬成大会を実施し子どもたちのモチベーションが下が
らないような取り組みをやっています。
　指導者としては、大刀洗剣心会の先生方と月１回の定例会は欠かさず
やっています。定例会では、子ども一人ひとりの今後の指導方針を決めた
り稽古方法について議論しています。このことをすることで、情報が共有
化出来て指導にばらつきが無くなっていると思われます。
　私自身のことで恐縮ですが、剣道をやっていたお陰で今があると少年期

の恩師故稲益近男先生には今でも感謝しています。私は、元々身体が弱く小児喘息を患っていて週１回は必ず病院に
通わなければならないひ弱な子どもでしたが、小学３年生の時に剣道に出会ってからは、徐々に回復して全く病院に
通わなくていい強い身体となりました。私を剣道の虜にした恩師の言葉は、「とにかく楽しめ、剣道を好きになりな
さい」でした。当然きつい稽古もありましたが、それ以上にやっている充実感と達成感はあり自然にのめり込んでし
まいました。
　恩師は、勝つことだけの剣道ではなく、基本に忠
実に指導していただいたことで、今もこうして続けら
れていると思います。
　私も今後指導者として、剣の理法に基づく人間形成
の育成と一生涯続けられる剣士を指導していきたいと
思います。
　最後に、「継続は力なり」。

　ボート競技（Rowing）は欧米では大変歴史のあるスポーツで、
オリンピックのボート競技は、男子は第２回パリ大会（1900年）
から、女子は第21回モントリオール大会（1976年）から採用され
ています。先日行われた2020東京オリンピックは新設された海の
森競技場で行われました。日本は２種目で出場したのですが残念
ながら悲願であったメダル獲得はなりませんでした。オリンピック
には福岡県から過去２名のオリンピアンを輩出しています。千原誠
治氏（八幡工業高校出身・トヨタ自動車）と浦和重氏（福岡舞鶴高校出身・NTT東日本）です。千原選手はソウルオ
リンピック（1988）に、浦選手はアテネ（2004）・北京（2008）・ロンドン（2012）と３大会連続で出場してお
り、特にアテネオリンピックでは６位入賞するなど素晴らしい成績を残しています。アテネ以降は参加種目の関係から、
男子での日本代表は各大会１～２名であるので数少ないボート競技でのオリンピアンの１人となります。
　また最近ではアジア大会（韓国・2014）においては男子エイトの部で銀メダルを獲得し、その後全日本選手権５
連覇のクルーになった佐々野大輝氏（東筑高校出身・NTT東日本）や2020年に日本代表として軽量級女子ダブル
スカルで日本代表に選ばれワールドカップに出場した山領夏実（東筑高校出身・デンソー）など日本を代表する選手
を本県より輩出しています。

　さて現在県ボート協会には高校が２団体（東筑高校・八幡工業高校）、大学
が４団体（九州大学・西南学院大学・福岡教育大学・産業医科大学）、社会人
が３団体（新日本製鉄・三菱ケミカル・新菱）所属しており、それぞれの練習
場を拠点に活動を続けています。ボートは生涯スポーツでもありますので、そ
れぞれの団体で一線を退いた方々がクラブチームを作りマスターズの大会に参
加されたりするなど、生涯を通じてボートを楽しんでいます。
　活動拠点地としては、紫川（北九州市小倉北区）、河内貯水池（同八幡東区）、
瀬板の森貯水池（同八幡西区）、遠賀川（遠賀郡遠賀町）、香椎浜、名島（とも
に福岡市東区）などがあります。それぞれの水域には艇庫と呼ばれるボートハ
ウスがあり、１人漕ぎから８人漕ぎまで様々な種類のボートを置いてあり、か
つ室内には更衣スペースや簡単なトレーニングスペースが設けられています。
　平成２年には国民体育大会、平成25年には全国高校総体をそれぞれ地元遠
賀町の協力を得て遠賀川にて盛大に開催することができました。遠賀町は町
おこし事業の一環として毎年ボートレース（『おんがレガッタ』）を開催しており、

また冬にはボートのトレーニングで用いるエルゴマシーンを用いたインドアローイング大会も開催しています。
　近年はタレント発掘事業との連携も欠かすことができない話題です。本協会はタレント発掘事業の初期の段階か
ら積極的に連携をとっており、複数の選手がボート競技を選択し、その後高校総体や
国民体育大会といった全国大会で入賞を果たしてきました。中でもタレント発掘事業
９期生の松田京子選手は高校時にはJOCエリートアカデミー生となり高校３年時には
少年女子シングルスカルの部で茨城国体優勝を果たしています。大学へ進学後も全日
本選手権で２連覇するなど今後の活躍もさらに期待が持たれています。
　先にも述べましたがボートは生涯を通じて楽しむことができるスポーツです。欧米で
はジュニア世代の選手からからオリンピアン、そしてマスターズ世代の人々が１つのク
ラブチームに所属し、生涯を通じてローイングを楽しんでいます。理想としては今後も
多くの方にボート競技を知ってもらい、そして実際に参加してその楽しさを体感してい
ただき、生涯スポーツとして貢献できるよう、強化のみならず普及活動にも努めてい
きたいと思います。

競技団体レポート
福岡県ボート協会事務局　明石　典宏
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（公財）福岡県スポーツ協会賛助会員のご紹介
〈団体会員のみ掲載〉（敬称略、順不同）令和3年12月現在

■ ㈱アーチ電工
■ ㈱ＲＫＢ毎日ホールディングス
■ 相光石油㈱
■ アイズ・トータルボディステーション
■ 赤穂印刷㈱
■ ㈱浅羽製作所福岡支店
■ ㈱朝日新聞社　
■ ㈱アスカ
■ ㈱礎建設
■ 有限会社井手時計店
■ 稲員興産㈱
■ 岩坂電気工事（有）
■ 岩崎建設㈱
■ ㈱宇治川商店
■ エア・ウォーター・マテリアル㈱
■ ㈱エコア
■ ＮＨＫ福岡拠点放送局
■ ㈱エルテックス・ヨシダ
■ 大塚製薬㈱
■ ㈱オンワード樫山福岡支店
■ ㈱九建
■ 九州朝日放送㈱
■ 九州高圧コンクリート工業㈱
■ 九州自動車リース㈱
■ 九州電氣産業㈱
■ 九州電工ホーム㈱
■ 九州電力㈱
■ 九州ビル管理㈱
■ 九州木材工業㈱
■ 九州旅客鉄道㈱
■ 九築工業㈱
■ 九鉄工業㈱
■ ㈱九電工
■ 九電産業㈱
■ ㈱Ｑ－ｍａｓｔ　　     
■ 黒崎播磨㈱
■ 京王観光㈱福岡支店
■ コゲツ産業㈱
■ 五常物産㈱
■ 西部ガスホールディングス㈱
■ 西部ガス都市開発㈱
■ ㈱ザザホラヤ
■ 佐藤産業㈱
■ ㈱サニックス
■ 三栄ビルサービス㈱
■ 三光㈱
■ ㈱サンミリオン
■ ＪＲ九州商事㈱
■ 清水建設㈱九州支店
■ ㈱新出光
■ 新出光不動産㈱
■ シンコー㈱
■ 新善テック㈱
■ スポーツ安全協会福岡県支部
■ ＮＰＯ法人スポルトジャパン日本競技スポーツ支援機構
■ ㈱正興電機製作所
■ ㈱セクト坂口
■ ㈱設備保守センター
■ ㈱ゼンリン
■ 第一交通産業㈱
■ 大一産業㈱
■ ダイヤモンド秀巧社印刷㈱　
■ ㈱高田工業所営業本部
■ ㈱竹中工務店九州支店
■ ㈱ダンロップスポーツマーケティング九州支店

■ 医療法人（社）筑水会
■ ㈱筑邦銀行
■ ㈱地工
■ ㈱ＴＶＱ九州放送
■ ㈱電気ビル
■ ＴＯＴＯ㈱
■ ㈱ドミックスコーポレーション
■ トヨタ自動車九州㈱
■ ㈱にしけい
■ 西鉄興業㈱
■ 西鉄ビルマネージメント㈱
■ 西日本技術開発㈱
■ 西日本空輸㈱
■ ㈱西日本高速印刷
■ ㈱西日本シティ銀行
■ ㈱西日本新聞印刷
■ ㈱西日本新聞社
■ 西日本鉄道㈱
■ 西日本プラント工業㈱
■ 日九興産㈱
■ ㈱博運社
■ 半田建設㈱
■ 久野印刷㈱
■ 日之出水道機器㈱
■ ㈱ヒライ
■ ㈱ファビルス
■ フィネクトパートナーズ㈱
■ ㈱福岡銀行
■（公財）福岡県学校給食会
■ 福岡地所㈱
■ 福岡スポーツマンクラブ
■ 福岡大学
■ ㈱福岡放送
■ 福岡リーセントホテル
■ 福三商工㈱
■ ㈱福設　
■ 福高観光開発㈱
■ ㈱福東電設
■ ㈱ふくや
■ ㈱ポータル
■ ㈱毎日新聞西部本社　
■ ㈱松本組
■ ㈱丸ふじ
■ 三島光産㈱
■ ミズノ㈱九州支社
■ 溝江建設㈱
■ 名鉄観光サービス㈱福岡支店
■ 安川コントロール㈱
■ ㈱安川電機
■ 柳原機鋼㈱
■ ㈱山本工作所
■ 吉川工業㈱
■ 吉武産業㈱
■ ㈱読売新聞西部本社
■ 若築建設㈱九州支店
■ ㈱渡辺青写真
■（公財）北九州市スポーツ協会
■（公財）福岡市スポーツ協会
■ 大牟田市体育協会
■（公財）久留米市スポーツ協会
■（一社）直方市体育協会
■（一社）飯塚市スポーツ協会
■ NPO法人田川市スポーツ協会
■ 柳川市体育協会
■ 八女市体育協会

■ 筑後市体育協会
■ 大川市体育協会
■ 行橋市体育協会
■ 豊前市スポーツ協会
■ 中間市体育協会
■（一社）小郡市スポーツ協会
■（一社）筑紫野市体育協会
■（一社）春日市体育協会
■（公財）大野城市スポーツ協会
■（一社）宗像市スポーツ協会
■（一社）太宰府市スポーツ協会
■ NPO法人古賀市スポーツ協会
■ 福津市体育協会
■ うきは市スポーツ協会
■ 宮若市体育協会
■ 嘉麻市スポーツ協会
■ 朝倉市体育協会
■ みやま市スポーツ協会
■ 糸島市スポーツ協会
■（一社）那珂川市体育協会
■ 糟屋郡スポーツ協会
■ 遠賀郡体育協会
■ 小竹町体育協会
■ 鞍手町体育協会
■ 嘉穂郡体育協会
■ 筑前町体育協会
■ 三井郡体育協会
■ 三潴郡体育協会
■ 八女郡体育協会
■ 田川郡社会体育振興協会
■ 京都郡体育協会
■ 築上郡スポーツ協会
■ 福岡県スケート連盟
■ 福岡県アイスホッケー連盟
■ 福岡県スキー連盟
■（一社）福岡県水泳連盟
■ 福岡県ボート協会
■ 福岡県セーリング連盟
■（一財）福岡陸上競技協会
■（公社）福岡県サッカー協会
■ 福岡県テニス協会
■ 福岡県ホッケー協会
■ 福岡県ボクシング連盟
■（一財）福岡県バレーボール協会
■ 福岡県体操協会
■（一社）福岡県バスケットボール協会
■ 福岡県レスリング協会
■ 福岡県ウエイトリフティング協会
■ 福岡県ハンドボール協会
■ 福岡県自転車競技連盟
■ 福岡県ソフトテニス連盟
■ 福岡県卓球協会
■（一社）福岡県軟式野球連盟
■ 福岡県相撲連盟
■ 福岡県馬術連盟
■ 福岡県フェンシング協会
■ 福岡県柔道協会
■ 福岡県ソフトボール協会
■ 福岡県バドミントン協会
■ 福岡県弓道連盟
■ 福岡県ライフル射撃協会
■（公社）福岡県剣道連盟
■ 福岡県ラグビーフットボール協会
■ 福岡県アーチェリー協会
■ 福岡県空手道連盟

■ 福岡県銃剣道連盟
■ 福岡県クレー射撃協会
■ 福岡県なぎなた連盟
■ 福岡県ボウリング連盟
■ 福岡県ゲートボール連合
■ 福岡県綱引連盟
■ 福岡県トライアスロン連合
■ ＮＰＯ法人福岡県武術太極拳連盟
■（一財）福岡県少林寺拳法連盟
■ 福岡県ゴルフ協会
■ 福岡カンツリー倶楽部
■ 古賀ゴルフ・クラブ
■ 芥屋ゴルフ倶楽部
■ 久山カントリー倶楽部
■ 西戸崎シーサイドカントリークラブ
■ 大博多カントリー倶楽部
■ セブンミリオンカントリークラブ
■ 二丈カントリークラブ
■ 伊都ゴルフ倶楽部
■ 志摩シーサイドカンツリークラブ
■ 筑紫ヶ丘ゴルフクラブ
■ ザ・クイーンズヒルゴルフクラブ
■ 福岡雷山ゴルフ倶楽部
■ 門司ゴルフ倶楽部
■ 若松ゴルフ倶楽部
■ 小倉カンツリー倶楽部
■ 玄海ゴルフクラブ
■ 福岡国際カントリークラブ
■ 周防灘カントリークラブ
■ 京都カントリー倶楽部
■ チサンカントリークラブ遠賀
■ 勝山御所カントリークラブ
■ チェリーゴルフクラブ　小倉南コース
■ 九州ゴルフ倶楽部　八幡コース
■ 小郡カンツリー倶楽部
■ 太宰府ゴルフ倶楽部
■ 夜須高原カントリークラブ
■ 有明カントリークラブ
■ 筑紫野カントリークラブ
■ セントラル福岡ゴルフ倶楽部
■ 皐月ゴルフ倶楽部　天拝コース
■ 福岡センチュリーゴルフ倶楽部
■ 八女上陽ゴルフ倶楽部
■ 浮羽カントリークラブ
■ 福岡サンレイクゴルフ倶楽部
■ 久留米カントリークラブ
■ 北九州カントリー倶楽部
■ 麻生飯塚ゴルフ倶楽部
■ 鷹羽ロイヤルカントリークラブ
■ 嘉穂カントリー倶楽部
■ 西日本カントリークラブ
■ 福岡フェザントカントリークラブ
■ 若宮ゴルフクラブ
■ 茜ゴルフクラブ
■ 福岡レイクサイドカントリークラブ
■ ザ・クラシックゴルフ倶楽部
■ ＪＲ内野カントリークラブ
■ ミッションバレーゴルフクラブ
■ 皐月ゴルフ倶楽部竜王コース
■ 福岡県高等学校ゴルフ連盟
■ 九州ゴルフ練習場連盟
■ 福岡県中部地区バレーボール協会
■ 久留米市バレーボール協会
■ 北九州市バレーボール協会

　公益財団法人福岡県スポーツ協会は、「県民のスポーツライフの充実と豊かで活力のある生活の実現」

に向けて、加盟団体（現在50競技団体、40郡市体育協会、２学校体育団体）とともに関係機関団体のご

指導と県民各層のご協力を賜りながら、本県競技力の向上と県民スポーツの振興発展のため、主に次の

ような活動を展開いたしております。

　これらの事業の実施にあたっては各方面のご協力と多くの財源が必要となりますが、近年、本会の財源

は大きく縮小しており、現状では事業推進のための財源確保が困難な状況にあります。

　つきましては、本協会の事業趣旨をご理解、ご賛同のうえ、たくさんの皆様に賛助会員のお申込みをい

ただきますようお願いいたします。

＜お申込み・お問い合わせ先＞

公益財団法人福岡県スポーツ協会
〒812-0852　福岡市博多区東平尾公園2丁目1番4号

TEL:092-629-3535　FAX：092-629-3536
E-mail：fukuokaken@japan-sports.or.jp

１.競技スポーツ振興のための各競技団体における一貫指導体制構築の推進。
２.トップアスリート育成のためのタレント発掘事業の推進。
３.ジュニアスポーツ振興のためのスポーツ少年団活動等の推進。
４.生活・健康スポーツ振興のための総合型スポーツクラブの育成。
５.�県民のスポーツ活動振興のためのスポーツ指導者の養成及びスポーツ医・科学

によるサポート事業の推進。
６.県民へのスポーツ情報の提供。
７.国際理解と友好促進のための国際スポーツ交流の推進。

賛 助 会 費 （団体会員）1口10,000円から

　2,000円から（個人会員）1口

賛助会員募集のお願い
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